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募
　
集

吉
野
町
職
員
採
用
試
験

令
和
４
年
12
月
１
日
採
用
予
定

【
職
種
区
分
】
総
合
職
「
土
木
・
建
築
職
」　
　

◆
募
集
人
員　
　
２
名
以
内

◆
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以
上

（
４
年
制
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校
等
を
卒

業
し
た
方
。
）

　
※
業
務
に
必
要
な
基
本
的
知
識
等
の
専
門
性

確
認
シ
ー
ト
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

 

第
１
次
試
験

　
８
月
28
日
（
日
）
９
時
開
始

　
吉
野
町
中
央
公
民
館　

◆
試
験
内
容　

　
①
一
般
教
養
試
験　
②
作
文
試
験　
③
適
性

検
査　
④
面
接
試
験　
　

 

第
２
次
試
験(

第
１
次
試
験
合
格
者
に
実
施)

　
９
月
25
日
（
日
）

　
吉
野
町
中
央
公
民
館　

◆
試
験
内
容　

　
①
面
接
試
験　

◆
受
付
期
間
（
※
郵
送
の
み
）

　
７
月
11
日
（
月
）
～
７
月
29
日
（
金
）

※
受
験
申
込
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
吉
野
町

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
「
採
用

試
験
案
内
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　
職
員
採
用
試
験
担
当

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
…
℡(

32)

３
０
８
１

　
ＩＰ
直
通
…
℡(

39)

９
０
６
８

地
元
野
菜
を
ご
提
供
く
だ
さ
い 

農（
み
の
り
）の
達
人
募
集

吉
野
町
で
は
、学
校(

園)

給
食
に
旬
の
地
元
野
菜

を
提
供
し
、食
材
か
ら
季
節
を
感
じ
生
産
者
の
思

い
や
地
域
を
知
る
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

学
校(

園)

給
食
に
ご
家
庭
で
生
産
し
た
旬
の
野

菜
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
事
務
局 

教
育
総
務
課

　
℡(

32)
０
１
９
０ 

◆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

school_e@
tow

n.yoshino.lg.jp

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

 

通
常
募
集

◆
施
設
付
賃
貸
住
宅
（
燦
上
市
）

　
賃
貸
住
宅　
2
戸
（
３
D
・
４
C
）

◆
受
付
期
間　
７
月
４
日
～
７
月
15
日

 

随
時
募
集
（
受
付
中
）

◆
上
市
駅
東
口
町
営
住
宅　
２
戸

◆
飯
貝
町
営
住
宅　
１
戸

◆
施
設
付
賃
貸
住
宅
（
燦
上
市
）
１
戸(

３
Ｃ)

　
問
町
民
税
務
課　
住
宅
担
当

　
℡(

32)

３
０
８
１ (

土
日
祝
日
は
除
く)

自
衛
官
募
集

 

自
衛
官
候
補
生
（
中
途
採
用
含
む
）

◆
対
象
年
齢

採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
、
18
歳
以
上
33

歳
未
満
。
32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の

末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方

◆
受
付
締
切　
8
月
23
日(

火)

◆
試
験
期
日　
8
月
27
日(

土)

◆
試
験
種
目　
学
科
試
験
・
作
文
・
口
述
試

験
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

◆
試
験
場
所　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

 

一
般
曹
候
補
生

◆
対
象
年
齢

採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
、
18
歳
以
上
33

歳
未
満
。
32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の

末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方

◆
受
付
締
切　
9
月
5
日(

月)

◆
試
験
期
日

〔
1
次
試
験
〕
9
月
15
日(

木)

～
18
日(

日)

の

指
定
す
る
１
日

〔
2
次
試
験
〕
10
月
8
日(

土)

～
23
日(

日)

の

指
定
す
る
１
日

◆
試
験
種
目

〔
1
次
試
験
〕
筆
記
試
験
・
適
性
試
験

〔
2
次
試
験
〕
口
述
試
験
・
身
体
検
査

◆
試
験
場
所　

〔
1
次
試
験
〕
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

〔
2
次
試
験
〕
1
次
合
格
時
に
通
知

 

航
空
学
生

◆
対
象
年
齢
（
令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
）

(

高
卒
者
〔見
込
含
〕ま
た
は
高
専
3
年
次
修

了
者
〔見
込
含
〕）

海
：
18
歳
以
上
23
歳
未
満

空
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満

◆
受
付
締
切　
９
月
８
日(

木)

◆
試
験
期
日
〔
１
次
試
験
〕
９
月
19
日(

月)

〔
２
次
・
３
次
試
験
〕
各
次
合
格
時
に
通
知

◆
試
験
種
目

〔
1
次
試
験
〕
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

〔
2
次
試
験
〕
口
述
試
験
・
航
空
身
体
検
査
・　

　
適
性
検
査

〔
３
次
試
験
〕
海
：
航
空
身
体
検
査

　
空
：
操
縦
適
性
検
査
・
医
学
適
性
検
査

◆
試
験
場
所

〔
1
次
試
験
〕
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

〔
２
次
・
３
次
試
験
〕
各
次
合
格
時
に
通
知

 

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

◆
対
象
年
齢
（
令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
）
18

歳
以
上
21
歳
未
満(

高
卒
者
〔見
込
含
〕ま
た

は
高
専
3
年
次
修
了
者
〔見
込
含
〕）

◆
受
付
締
切　
10
月
26
日(

水)

◆
試
験
期
日

〔
１
次
試
験
〕
11
月
５
日(

土)

・
６
日(

日)

〔
２
次
試
験
〕
12
月
６
日(

火)

～
10
日(

土)

の

指
定
す
る
１
日

◆
試
験
種
目

〔
1
次
試
験
〕
学
科
試
験
・
小
論
文
試
験

〔
2
次
試
験
〕
口
述
試
験
・
身
体
検
査

◆
試
験
場
所

〔
1
次
試
験
〕
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

〔
2
次
試
験
〕
1
次
合
格
時
に
通
知

問
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部 

五
條
地
域
事

務
所　
℡
０
７
４
７(

22)

３
７
８
９
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お
知
ら
せ

吉
野
川
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す

 

７
月
16
日
～
８
月
31
日
ま
で

吉
野
川
の
清
流
を
守
る
た
め
、
「
吉
野
川
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
ま

す
。
生
活
用
水
や
農
業
用
水
の
水
源
で
あ
る
吉

野
川
の
水
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

こ
の
清
流
を
守
り
、
美
し
い
吉
野
の
自
然
を

守
る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
と
行
動

で
す
。
空
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
、
ご
み
で
川

が
泣
い
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
、
釣
り
、
ハ
イ

キ
ン
グ
…
。
楽
し
い
思
い
出
と
と
も
に
ご
み
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

�

問
奈
良
県 

水
資
源
政
策
課

　
℡
０
７
４
２(

27)

８
７
３
７

屋
外
広
告
物
の
定
期
的
な
安
全
点
検 

を
行
い
ま
し
ょ
う

看
板
を
は
じ
め
と
す
る
屋
外
広
告
物
は
、
常
に

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
数
年

経
過
す
る
と
劣
化
し
ま
す
。　

万
が
一
、
屋
外
広
告
物
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
法
律
に
よ
り
所
有
者
ま
た
は
占
有
者

に
責
任
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
日
常
的
な
管
理
と
定
期
的
な
安
全

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
暮
ら
し
環
境
整
備
課 

環
境
対
策
室

　
℡(

32)

９
０
２
４

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を 

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

地
震
か
ら
家
族
と
財
産
を
守
る
た
め
に
吉
野

町
で
は
、｢

既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事

業
」
、｢

既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
補
助

金
交
付
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

耐
震
診
断

◆
対
象
住
宅

○
町
内
の
木
造
住
宅
の
う
ち
、
昭
和
56
年
５　

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

○
延
床
面
積
が
２
５
０
㎡
以
下
で
か
つ
、
階　

数
が
２
以
下
の
も
の
（
地
階
除
く
）

◆
費
用　
町
が
診
断
費
用
（
５
万
円
）
を
負
担　

（
個
人
負
担
金
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
募
集
戸
数　
１
戸
（
先
着
順
）

◆
申
込
受
付　
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

※
耐
震
診
断
を
受
け
る
前
に
、
申
し
込
み
手　

続
き
が
必
要
で
す
。
他
に
も
各
種
要
件
が　

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

耐
震
改
修

◆
対
象
住
宅

　

町
内
の
木
造
住
宅
の
う
ち
、
昭
和
56
年
５　

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

◆
対
象
工
事

○
改
修
工
事
前
の
構
造
評
点
1.0
未
満
の
も
の　

を
改
修
工
事
後
の
構
造
評
点
1.0
以
上
の
数

値
と
な
る
改
修
工
事

○
改
修
工
事
前
の
構
造
評
点
0.7
未
満
の
も
の　

を
改
修
工
事
後
の
構
造
評
点
0.7
以
上
の
数　

値
と
な
る
改
修
工
事

○
改
修
工
事
完
成
及
び
関
係
書
類
提
出
を
令　

和
５
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了
で
き
る
も
の

◆
対
象
者　
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
補
助
対
象

住
宅
の
所
有
者

◆
費
用

　

50
万
円
以
上
の
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た　

費
用
の
23
％
。た
だ
し
、そ
の
額
が
20
万
円
未

満
の
場
合
は
20
万
円
と
し
、50
万
円
を
超
え

る
場
合
は
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆
募
集
戸
数　
１
戸
（
先
着
順
）

◆
申
込
受
付　
10
月
31
日
（
月
）
ま
で

※
工
事
契
約
の
締
結
前
に
申
し
込
み
手
続
き
が

必
要
で
す
。
申
し
込
み
時
に
は
、
耐
震
診
断

の
結
果
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
他
に

も
各
種
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
暮
ら
し
環
境
整
備
課

　
Ｉ
Ｐ
直
通
…
℡(

32)

８
８
４
４

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金 

採
択
団
体
決
定

審
査
の
結
果
、
次
の
団
体
（
事
業
）
が
採
択
を

受
け
ま
し
た
。
（
団
体
名
・
事
業
名
／
活
動
地

区
）
【
順
不
同
】

①
阪
本
仙
次
顕
彰
会
・
近
代
の
吉
野
を
築
い
た

偉
人
の
功
績
を
顕
彰
／
吉
野

②
吉
野
い
や
し
の
会
・
森
林
で
の
癒
し
体
験
事

業
／
吉
野

③
吉
野
〝
音
〟
街
道
実
行
委
員
会
・
吉
野
の
古

民
家
で
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
も
う
／
龍
門

④
吉
野
桜
植
樹
会
・
吉
野
に
さ
く
ら
を
植
え
る

／
上
市

⑤
吉
野
材
を
使
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
会
・
新

規
吉
野
材
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
龍
門

⑥
吉
野
わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
・
地
域
活
性
化
と
し

て
の
蕎
麦
事
業
／
吉
野

⑦
関
西
学
院
大
学 

森
藤
ゼ
ミ
・
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
／
上
市

※
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
…
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
地
域

活
動
団
体
を
支
援
す
る
事
業

問
協
働
の
ま
ち
推
進
課　
℡(

32)

３
０
８
１

訂
正
と
お
詫
び

吉
野
町
立
小
中
一
貫
教
育
校
吉
野
さ
く
ら
学
園

の
開
校
に
伴
い
、
各
媒
体
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
新
し
い
吉
野
小
学
校
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
【
正
】yoshisho@

kcn.jp

　
【
誤
】yoshino@

kcn.jp

※
こ
れ
ま
で
誤
っ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に

送
信
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
は
、
吉
野
小
学

校
で
受
信
が
で
き
て
い
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
教
育
総
務
課　

℡(

32)

０
１
９
０

　
吉
野
小
学
校　
℡(

32)

２
９
０
１
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お
知
ら
せ

７
月
は

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、

今
年
で
7
1
回
目
を
迎
え
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
。
あ
や
ま
ち
か
ら
の
立

ち
直
り
を
支
え
て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し

て
犯
罪
や
非
行
が
起
き
て
し
ま
う
の
か
、
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
を
か
な
え
る
た
め
に
、
今
、

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
自
分

に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
、
み
な
さ
ん
で
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

大
切
な
遺
言
書
を
法
務
局
が

守
り
ま
す

自
筆
証
書
遺
言
書
を
法
務
局
で
保
管
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ご
自
身
の
財
産
を
ご
家
族
へ
確

実
に
託
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
ご
自
身
で
作
成

す
る
自
筆
証
書
遺
言
書
を
検
討
す
る
場
合
は
、

こ
の
制
度
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
先

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ

【
制
度
に
関
す
る
概
要
】

http://w
w

w
.m

oj.go.jp/M
IN

JI/
m

inji03_00051.htm
l

　
※
「
法
務
省
遺
言
書
保
管
制
度
」
で
検
索

【
申
請
手
続
の
事
前
予
約(

７
月
１
日
以
降)

】

http://w
w

w
.legal-ab.m

oj.go.jp/
houm

u.hom
e-t/

　
※
「
法
務
局
手
続
案
内
予
約
」
で
検
索

◆
電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ

（
法
務
局
〔
遺
言
書
保
管
所
〕
）

　
奈
良
地
方
法
務
局
供
託
課

　
℡
０
７
４
２(

23)

５
４
５
６

　
奈
良
地
方
法
務
局
五
條
支
局

　
℡
０
７
４
７(

22)

２
４
８
４

問
電
話
予
約
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
奈
良
地
方
法
務
局
供
託
課

　
℡
０
７
４
２(

23)

５
４
５
６　

　
奈
良
地
方
法
務
局
五
條
支
局

　
℡
０
７
４
７(

22)

２
４
８
４

卒
業
後
、
地
元
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

「
卒
業
後
は
地
元
の
吉
野
町
で
就
職
し
た
い
け

ど
、ど
ん
な
会
社
が
あ
る
の
？
」と
い
う
よ
う
な

悩
み
を
お
持
ち
の
来
春
卒
業
の
短
大
生
、大
学

生
の
方
は
、ぜ
ひ
一
度
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
市
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。経
験
豊
富
な
学
生
専
門
の

相
談
員
が
就
職
ま
で
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
市

　
℡
０
７
４
７(

52)

３
８
６
７

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
市
出
張
相
談
は
26
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

◆
有
害
鳥
獣
捕
獲
頭
数
（
５
月
分)

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
34
頭
イ
ノ
シ
シ
２
頭　

　
令
和
４
年
度　
累
計
41
頭

問
農
林
振
興
課　
℡(

32)

３
０
８
１

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

こ
の
た
び
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
に
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

愛
称
は
「
ま
ほ
ろ
隊
長
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
管
内
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
愛
さ

れ
、
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
え
る
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.naraksk119.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
ほ
ろ
隊
長
紹
介
ペ
ー
ジ
の

　
　
　
　
　
二
次
元
コ
ー
ド
扌

問
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　
℡
０
７
４
４(

26)

０
１
１
９

奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク
へ
の

ご
登
録
を

「
私
ら
し
く
保
育
・
子
育
て
の
仕
事
を
し
た

い
方
を
応
援
し
ま
す
。
」

◆
「
奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク
（
奈
良
県
委

託
事
業
）
」
の
ご
登
録
者
に
、
県
内
の
公

立
・
私
立
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
、
保
育
・
子
育
て
に

関
わ
る
お
仕
事
を
紹
介
で
き
ま
す
。

◆
「
保
育
所
退
職
後
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
、
資

格
は
あ
る
が
未
経
験
、
子
育
て
中
で
子
ど
も

と
の
時
間
を
大
切
に
し
て
働
き
た
い
、
無
資

格
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
、
希
望
に

合
っ
た
様
々
な
働
き
方
を
選
べ
ま
す
。

◆
経
験
豊
富
な
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
就
職
相
談
か
ら
採
用
ま
で
を
丁
寧
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク

　
℡
０
７
４
４(

29)

０
１
６
０

まほろ隊長
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漢方薬の効果
医学メモ

奈良県医師会

寒冷で増強する腰痛には当帰四逆加呉茱萸生姜湯が使

われます。

漢方薬にも副作用があり、麻黄は動悸をおこすことが

あり、甘草でむくみがでたり血圧があがることがありま

す。 また内服中一時的に予期しない症状が出ることが

あります。これは瞑眩といい病気がよくなる前に一時的

に不快な症状が出ることがあります。副作用か、瞑眩か

の判断は難しいので医師と相談してください。

「漢方薬」は天然に存在する生薬の組み合わせで出来

ており、自然治癒力を高め、体調を整えます。

「漢方医学」では、患者さんを病名で診断するだけでな

く、一人一人の体質や病気の状態を見きわめながら、最

適な漢方薬を使い分けていく、いわゆる「オーダーメー

ド」の治療を行います。古代からの経験をもとにした理

論体系に基づき、患者さんの症状に応じて複数の生薬

を組み合わせて使うことが多いため、一つの漢方薬でさ

まざまな症状を治す、複合的な効果が期待されます。

漢方治療では痛みを抑えるのみではなく血液の澱みや

循環を改善して痛みを軽減し体調を整えます。慢性腰

痛は漢方薬が適しています。皮膚が乾燥し下肢がつるよ

うな腰痛は疎経活血湯が適しています。口渇、頻尿、足

の冷えやしびれがある腰痛には八味地黄丸や牛車腎気

丸が用いられます。しもやけができる手足の冷えがあり

医学メモ

しょうやく トウキシギャクカゴシュユショウキョウトウ

ソケイカッケツトウ

ハチミジオウガン ゴシャジンキ

マオウ

カンゾウ

めいげん

ガン

夏の花火こちらにご注意

子供たちにとっての花火遊びは、親子で楽しめる夏の楽しみ
の一つです。花火が織りなす色とりどりの情景が、ひと夏の思
い出を豊かなものにしてくれることでしょう。しかし、開放的な
気分に浮かれて本来の「花火」が持つ危険性を忘れてはいけ
ません。ルールとマナーを守って楽しく安全に遊びましょう。
問吉野消防署 予防課　℡(32)1011

注意点
▶子供だけではやめましょう。（大人といっしょに）

▶風がある日はやめましょう。

▶人ごみを避け、燃えやすいものの無い広い場所を選
びましょう。

▶点火する前に、水の入ったバケツを用意しましょう。

▶火は絶対に人に向けない。悪ふざけはやめましょう。

▶後片付けをきちんとしましょう。不良な花火も水に
つけて捨てましょう。

▶花火に書いてある注意事項をよく読みましょう。

夏だ！　花火だ！　火の用心！！　 夜間の花火は禁止されています

平成18年６月21日より「吉野町夜間花火の迷惑防止条
例」が施行され、夜間の花火は禁止されています。花火を
するときはルールとマナーを守って楽しみましょう。

◆禁止になる場所
　吉野町内の公共の場所・河川・道路・公園・広場など

◆禁止になる時間
　午後10時から日の出まで

◆対象となる花火
爆竹・打ち上げ花火・ロケット花火など、爆発や燃焼　　
の程度が著しいもの

※線香花火など、安眠妨害等の迷惑をかけないような花
火まで禁止するものではありません。

問暮らし環境整備課 環境対策室　℡(32)９０２４


